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M2Web とは？

どこからでも、どのデバイスからでも、HMI、IP カメラ、IPC 等にアクセス

M2Web は Talk2M のサービスで、

Web ブラウザからの接続を可能にします

→ https://m2web.talk2m.com

例えば、任意のスマートフォンやタブレットから、リモートで HMI を監視できます

VPN

https://m2web.talk2m.com/


Talk2M への他の接続方法との違い

• Webブラウザで HMI、PC、カメラ等にアクセス

• いつでも、どこからでも、どのデバイスからでも

• Web / VNC / RDP サーバーに接続可能

• 独自の HMI モバイルアプリをリモートで使用

• VNC クライアントアプリも使用可能

eCatcher Mobile

M2Web

• Windows クライアントソフトウェア
• リモートで PLC/HMI プログラミングツールを使用
• Talk2M アカウントを管理

eCatcher
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M2Web へのアクセス

任意の Web ブラウザから https://m2web.talk2m.com へアクセス

eCatcher を使用する時と同じ
資格情報を使用して、Talk2M

アカウントにログインします

ログインすると、Talk2M アカウントに登録されている
Ewon ゲートウェイのリストが表示されます

https://m2web.talk2m.com/


LAN デバイスを M2Web 上で表示するための設定

LAN デバイス



Ewon に接続されている LAN デバイスの定義

M2WebでLANデバイスにアクセスできるためには、LANデバイスの定義が必要

• LAN デバイスが定義されていない場合は、 Ewon ゲートウェイの Web サーバーにのみアクセス可能

• LAN デバイスを定義すれば、M2Web に表示され、アクセス可能になります

このボタンをクリックすると、Ewon ゲートウェイの Web サーバーが開きます

このボタンをクリックすると、LAN デバイスの Web/VNC/RDP サーバーが開きます



Ewon に接続されている LAN デバイスを定義

eCatcher を使用

• eCatcher を開き、Talk2M アカウントにログインします

• Ewon リストから、対象の Ewon ゲートウェイを選択し、「プロパティ」 ボタンをクリックします

① Ewon ゲートウェイを選択

② 「プロパティ」 をクリック



Ewon に接続されている LAN デバイスを定義

LAN デバイスの設定

• 「LAN デバイス & ファイアウォールの設定...」 をクリックします



Ewon に接続されている LAN デバイスを定義

LAN デバイスの追加

• 「LAN デバイスの追加...」 をクリックします



Ewon に接続されている LAN デバイスを定義

LAN デバイスの追加

• LAN デバイスの 「名前」 と 「IP」 を記入

• 必要に応じて、追加の説明を 「記述」 に書くことができます （ヒント：デバイスのパスワードを書くと便利です）

• 「M2Web に表示」 にチェックを入れ、LAN デバイスの通信プロトコルとポートを設定します

① 名前や IP を記入

② チェックを入れます

③ LAN デバイスの
使用するプロトコル
とポートを設定します

（選択されたプロトコルの
デフォルトポートが自動的
「ポート」 に記入されます）



Ewon に接続されている LAN デバイスを定義

M2Web の詳細オプション

• ほとんどの LAN デバイスの場合は、「詳細オプション」 を設定する必要がありません

• ただし、一部の LAN デバイスは決まっている色深度にしか対応していません。
この場合、「詳細オプション」 の設定を LAN デバイスの対応できる色深度に合わせる必要があります。

例： 三菱電機製の GOT HMI の VNC サーバーの場合は
16-bit の色深度に設定する必要があります：



Ewon に接続されている LAN デバイスを定義

LAN デバイスの追加の完了

• LAN デバイスの設定が完了したら、
「OK」 をクリックします

• そうすると、ファイアウォールのレベルが 「高」 に
変更されたことを知らせるメッセージが表示されます



Ewon に接続されている LAN デバイスを定義

ファイアウォールのレベル

• ファイアウォールのレベルに関するメッセージを閉じた後、レベルが実際に変更されたことを確認できます。
また、追加した LAN デバイスが Ewon ゲートウェイの LAN デバイスのリストに表示されるようになりました。

追加された LAN デバイス
が表示されます

ファイアウォールのレベルが 「高」 に
なりました。ファイアウォール機能が
必要ない場合は 「標準」 に戻します：

• このファイアウォールはM2Webだけではなく、
eCatcherとeCatcher Mobile接続も制御します。

• ファイアウォール機能を使用して、セキュリティ
を強化できます。ただし、ファイアウォール機能
を使用する予定がない場合、またはどのレベル
にしたら良いか迷っている場合は、「標準」 レベ
ルに戻した方がお勧めです。



Ewon に接続されている LAN デバイスを定義

ファイアウォールのレベルの説明

• Talk2M Free+ アカウント（無料版）の場合、ファイアウォールのレベルが ２つあります：

• 「標準」
→ Ewon ゲートウェイの LAN ポートに接続されているすべての LAN デバイスへのリモートアクセスが可能。
（もちろん、デバイスの IP アドレスと Cosy の LAN IP アドレスが同じサブネットに設定されている必要があります。）

• 「高」
→ 定義された LAN デバイスにしかアクセスできません。
他のデバイスが Ewon ゲートウェイの LAN ポートに接続されても、Talk2M 経由でアクセスできません。

• Talk2M Pro アカウント（有料版）の場合、ファイアウォールのレベルが 4つあります。

例： Ewon ゲートウェイの LAN 側に、 PLC、HMI と IP カメラが

接続されていますが、 HMI のみが定義されています。

• 「標準」 ファイアウォールレベルの場合、リモートで接続する

ユーザーは PLC、HMI、IP カメラにアクセスできます。

• 「高」 ファイアウォールレベルの場合、リモートで接続する

ユーザーは HMI にしかアクセスできません。



Ewon に接続されている LAN デバイスを定義

複数の LAN デバイスの追加

• 2台以上の LAN デバイスを追加したい場合は、もう一度 「LAN デバイスの追加...」 をクリックし、同じ
手順を使用して他のデバイスを設定します



LAN デバイスの表示

定義された LAN デバイスが M2Web で表示されます

• M2WebでEwonゲートウェイをリストから選択すると、このEwonに接続されているLANデバイスが表示されます

① Ewon を選択
すると...

② ...LAN デバイスが
表示されます



eCatcher の場合

LAN デバイスは eCatcher と eCatcher Mobile でも表示されます

• eCatcher で Ewon ゲートウェイへの VPN 接続を確立する際に、定義された LAN デバイスが表示されます

• eCatcher Mobile でも、LAN デバイスが表示されます

eCatcher :

eCatcher Mobile :



LAN デバイスへのリモートアクセス



M2Web で LAN デバイスへのリモートアクセス

定義されたデバイスが表示されるようになりました

• LAN デバイスの名前をクリックすると、このデバイスにアクセスできます

• 複数の LAN デバイスへの同時アクセスも可能 （例： ブラウザの「新しいタブで開く」 オプション等を使用）



ヒントとコツ

• マウスカーソルをボタンの上に置いたときに、LAN デバイスの 「記述」 が表示されます：

• Talk2M アカウントの Ewon をリスト、
またはマップで表示できます：

このボタンをクリックすると、
表示が切り替わります



ヒントとコツ

• キーワードによる検索を使用して、Ewon ゲートウェイのリストをフィルタリングできます：

• Talk2M Pro アカウント（有料版）の場合、 Ewon ゲートウェイを「プール」にグループ化できます。
M2Web で、Ewon ゲートウェイをプール別に表示できます：

検索フィールド

プールの名前を

クリックすると、この
プールの Ewon のみ
が表示されます



その他の機能



より少ない色数を使用

「低色深度」 オプション

• VNC サーバー、または RDP サーバーに接続する際に、「Use fewer colors (low bandwidth)」
（ より少ない色数を使用する（低帯域幅） ） オプションを使用できる場合があります。

• 「Use fewer colors (low bandwidth)」 にチェックを入れると、 VNC/RDP サーバーの表示に使用される色数が
少なくなり、 インターフェースの見た目が衰える場合があります。
ただし、データ通信量が減りますので、通信速度が上がる可能性があります。



M2Web Logo Program

M2Web のインターフェースをカスタマイズ

• M2Web の画像とバナーの色を変更することが可能です

• また、別のWebサイトに埋め込む可能な M2Web 

ログインウィンドウを生成することもできます
M2Web の
ログインウィンドウ



M2Web Logo Program

M2Web のインターフェースをカスタマイズ

• カスタマイズの設定は、eCatcher 内で行われます：

このリンクで、サポート資料にアクセスできます
https://resources.ewon.biz/en/doc/support/aug-0060-00-m2web-logo-program

https://resources.ewon.biz/en/doc/support/aug-0060-00-m2web-logo-program


M2Web Live KPIs Flexyのみ

機械の健全性とパフォーマンスの簡単なオンライン監視

• Flexy の一番重要な Tag （KPI） を
M2Web 上で監視

• 各 Flexy あたり最大6つの KPI を定義

• １つの画面で、Talk2M アカウントの全て
の Flexy を監視できるようになります

• KPI はアラーム状態を示すために
色分けされている

• Blue ： 正常状態

• Orange ： 警告状態 (Lo or Hi)

• Red ： アラーム状態 (LoLo or HiHi)

Flexy 「Machine 015」 の KPI



M2Web Live KPIs

設定は Flexy のウェブページ内で行われます

• Flexy の 「Tags」 → 「Values」 ページの 「Setup」 内で 、KPI として定義したい Tag を右クリックし、
「KPI Management」 の 「Set selection as KPI」 を選択します：

• KPI は Flexy の 「Summary」 ページに表示されます：

選択された Tag を KPI にします

Tag が KPI になると、この列にチェックマークが表示されます



M2Web Live KPIs

KPI を M2Web に公開

• Flexy が M2Web に KPI のデータを公開するために、Flexy の 「Setup」 → 「System」 → 「Main」 → 

「Net Services」 → 「Data Management」 ページ内で、「Talk2M API」 を選び 「Live date and KPI’s」
オプションにチェックを入れ、「Update」 ボタンをクリックします：

• KPI として定義された Flexy の Tags が M2Web 上で表示されます：



www.hms-networks.com

Thank you!


